
③
市
立
大
学
改
革

１
一
は
じ
め
に

　
横
浜
市
立
大
学
は
、
開
学
以
来

7
5
余
年
の
伝
統
と
実
績
を
受
け
継

ぎ
な
が
ら
、
こ
の
平
成
1
7
年
４
月
、

「
公
立
大
学
法
人
横
浜
市
立
大
学
」
と

し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
き
っ
た
。

　
市
立
大
学
改
革
は
、
横
浜
市
が

進
め
る
改
革
の
一
つ
で
あ
り
、
教

育
シ
ス
テ
ム
の
大
胆
な
改
革
と
独

立
行
政
法
人
化
に
よ
り
、
市
が
有

す
る
意
義
の
あ
る
大
学
に
生
ま
れ

変
わ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　
こ
こ
で
は
、
大
学
改
革
の
背
景

や
経
過
、
改
革
を
進
め
る
に
際
し

て
の
課
題
と
対
応
策
、
独
立
行
政

法
人
化
へ
向
け
た
対
応
な
ど
に
つ

い
て
述
べ
る
。

２

大
学
改
革
の
背
景

①
大
学
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢

　
現
代
の
日
本
社
会
は
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
、
情
報
化
、
科
学
技
術
の

高
度
化
、
少
子
化
な
ど
に
よ
り
、

旧
来
の
常
識
や
慣
行
で
は
対
処
で

き
な
い
新
た
な
諸
課
題
に
直
面
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
時
代
の
中
で
、

社
会
の
大
学
に
対
す
る
関
心
と
期

待
は
高
く
、
現
代
社
会
に
対
処
で

き
る
創
造
力
・
積
極
的
な
問
題
発

見
解
決
能
力
を
も
っ
た
人
材
育
成

な
ど
、
大
学
が
社
会
の
諸
課
題
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
行
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

②
大
学
淘
汰
の
時
代

　
少
子
化
の
指
標
と
な
っ
て
い
る

合
計
特
殊
出
生
率
は
、
第
２
次
ベ
ビ

ー
ブ
ー
ム
（
昭
和
4
6
～
4
9
年
）
以
来

低
下
傾
向
と
な
り
、
昭
和
5
0
年
の

１
・
9
1
か
ら
平
成
1
6
年
に
は
１
・
2
9

ま
で
低
下
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

そ
の
現
れ
と
し
て
我
が
国
に
お
け

る
1
8
歳
人
口
の
推
移
を
み
る
と
、

近
年
で
は
平
成
４
年
の
２
０
５
万

人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
の
一
途
を
た

ど
り
、
平
成
1
6
年
に
は
、
１
４
１
万

人
に
ま
で
低
下
し
て
い
る
。

　
少
子
化
か
進
行
す
る
一
方
で
、
大

学
の
数
は
、
こ
の
1
0
年
間
で
５
５
２

校
か
ら
７
０
９
校
と
2
8
％
も
増
え

て
お
り
、
昨
年
７
月
の
文
部
科
学

省
の
発
表
に
よ
れ
ば
、
2
0
0
7
年

に
は
大
学
へ
の
進
学
希
望
者
と
入

学
定
員
が
ほ
ぼ
等
し
く
な
る
「
大

学
全
人
時
代
」
を
迎
え
る
。
し
か

し
、
既
に
私
立
大
学
の
約
3
0
％
が

定
員
割
れ
を
起
こ
し
て
い
る
ほ
か
、

山
口
・
萩
国
際
大
学
が
民
事
再
生

法
の
適
用
を
申
請
（
大
学
倒
産
）

す
る
な
ど
、
ま
さ
に
大
学
淘
汰
の

時
代
を
迎
え
て
い
る
。

③
公
立
大
学
と
し
て
の
使
命

　
市
立
大
学
は
、
横
浜
の
発
展
と

と
も
に
、
幾
多
の
有
為
な
人
材
を

社
会
に
輩
出
し
て
き
た
が
、
建
学

の
時
と
は
大
き
く
社
会
状
況
が
変

化
す
る
中
、
国
立
で
も
な
い
私
立

で
も
な
い
横
浜
市
が
設
置
す
る
大

学
と
し
て
、
納
税
者
や
市
民
あ
る

い
は
社
会
に
対
し
て
、
い
か
な
る

意
義
付
け
が
で
き
る
か
問
わ
れ
て

い
る
。

３
一
市
立
大
学
改
革
の
経
過

①
学
内
に
お
け
る
検
討
経
過

　
大
学
の
将
来
構
想
の
樹
立
を
図

る
た
め
、
学
長
の
諮
問
機
関
と
し

て
「
将
来
構
想
委
員
会
」
を
設
置

し
、
平
成
1
0
年
頃
か
ら
大
学
改
革

の
方
向
性
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な

検
討
を
行
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、

平
成
1
4
年
1
2
月
に
は
、
２
年
間
に

わ
た
る
全
学
的
討
議
を
経
て
「
本

学
の
中
期
目
標
・
中
期
計
画
（
案
）

に
つ
い
て
」
報
告
書
を
ま
と
め
た
。

こ
れ
と
並
行
し
て
、
大
学
改
革
を

全
学
的
に
推
進
す
る
た
め
、
平
成

1
5
年
１
月
に
は
学
長
を
議
長
と

し
、
学
部
長
等
で
構
成
す
る
評
議

会
に
よ
り
「
大
学
改
革
戦
略
会
議
」

を
設
置
し
た
。
こ
こ
で
は
、
本
学

の
現
状
に
お
け
る
問
題
点
・
課
題

を
具
体
的
に
洗
い
出
す
と
と
も

に
、
そ
れ
ら
課
題
を
踏
ま
え
て
、

大
学
改
革
の
方
向
性
に
つ
い
て
検

討
を
重
ね
報
告
書
を
ま
と
め
た

が
、
平
成
1
0
年
か
ら
約
６
年
を
費

や
し
て
も
改
革
を
実
行
に
移
す
た

め
の
具
体
的
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
は

至
ら
な
か
っ
た
。

②
公
立
大
学
に
お
け
る
審
議
機
関

　
及
び
意
志
決
定

　
大
学
改
革
が
実
行
に
移
せ
な
か

っ
た
要
因
の
一
つ
に
、
大
学
改
革

戦
略
会
議
で
も
指
摘
し
て
い
る

が
、
各
学
部
間
の
縦
割
り
と
自
治

意
識
が
強
く
、
学
長
、
学
部
長
、

評
議
会
の
権
限
と
責
任
が
不
明
確

で
あ
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
例
え
ば
、
教
育
公
務
員
特
例
法

に
よ
り
、
公
立
大
学
に
は
、
学
部

ご
と
に
置
か
れ
る
教
授
会
の
ほ
か

評
議
会
が
設
置
さ
れ
、
教
員
の
人

事
権
に
つ
い
て
は
、
教
授
会
の
議

に
基
づ
き
学
長
が
任
命
権
者
で
あ

表１　厚生労働省（平成16年人口動態統計月報年計（概数）の概況）

表２　大学設置数の推移（文部科学省　平成16年度学校基本調査）
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る
市
長
に
申
し
出
る
こ
と
と
な
る

な
ど
、
学
部
中
心
の
自
治
体
制
と

な
っ
て
い
た
。

　
同
様
に
、
大
学
改
革
に
つ
い
て

も
、
評
議
会
が
決
定
し
て
も
、
各

教
授
会
が
決
定
し
な
け
れ
ば
実
行

で
き
な
い
と
い
う
、
学
部
自
治
が

強
い
現
状
に
対
し
て
評
議
会
が
十

分
に
機
能
せ
ず
、
大
学
改
革
を
実

行
に
移
せ
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
端

的
な
例
と
し
て
、
平
成
1
5
年
度
学

生
授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

に
際
し
て
、
評
議
会
に
お
い
て
ア

ン
ケ
ー
ト
の
実
施
が
決
定
さ
れ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
部
学
部
の

教
授
会
に
お
い
て
は
、
再
度
の
審

議
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
教
授
会

で
決
定
さ
れ
て
も
、
最
終
的
に
は

各
教
員
の
判
断
が
優
先
さ
れ
る
な

ど
、
大
学
運
営
に
お
け
る
意
志
決

定
と
実
行
・
執
行
責
任
が
極
め
て

あ
い
ま
い
な
状
態
で
あ
っ
た
。

③
市
立
大
学
の
今
後
の
あ
り
方
懇

　
談
会

　
こ
う
し
た
中
で
、
市
立
大
学
の

設
置
者
で
あ
る
横
浜
市
は
、
外
部

有
識
者
を
委
員
と
す
る
「
市
立
大

学
の
今
後
の
あ
り
方
懇
談
会
」
を

設
置
し
、
横
浜
市
が
大
学
を
有
す

る
意
義
や
市
立
大
学
が
存
続
す
る

条
件
、
改
革
の
方
向
性
な
ど
に
つ

い
て
答
申
を
求
め
た
。
平
成
1
5
年

２
月
の
答
申
（
注
）
で
打
ち
出
さ

れ
た
、
「
廃
校
も
選
択
肢
と
す
る
」

と
い
う
内
容
は
、
大
学
関
係
者
な

ら
ず
と
も
大
き
な
衝
撃
で
あ
っ
た
。

④
市
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
「
市
立
大
学
の
今
後
の
あ
り
方

懇
談
会
」
か
ら
答
申
を
受
け
た
も

の
の
、
市
長
は
大
学
を
ど
う
し
て

い
く
か
、
ま
ず
考
え
る
の
は
大
学

自
身
で
あ
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
市
立
大
学
へ
伝
え
た
。

　
内
容
は
、
市
民
の
理
解
が
得
ら

れ
る
よ
う
な
改
革
案
を
「
大
学
改

革
中
期
プ
ラ
ン
」
及
び
「
大
学
改

革
中
期
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
と

し
て
ま
と
め
、
平
成
1
5
年
1
0
月
末

ま
で
に
大
学
の
設
置
者
で
あ
る
横

浜
市
に
報
告
す
る
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
。
市
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
明
確
に
し
て
、

大
学
自
身
の
責
任
に
お
い
て
大
学

改
革
案
を
策
定
す
る
こ
と
を
促
し

た
も
の
で
あ
り
、
大
学
は
自
ら
の

責
任
に
お
い
て
、
自
ら
の
将
来
を

検
討
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
た
。

⑤
市
立
大
学
改
革
推
進
・
プ
ラ
ン

　
策
定
委
員
会
（
愛
称
：
プ
ロ
ジ

　
ェ
ク
ト
Ｒ
）

　
市
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
て
、

市
立
大
学
で
は
、
学
内
の
教
職
員

（
教
員
2
1
名
、
職
員
1
8
名
）
で
構

成
す
る
「
市
立
大
学
改
革
推
進
・

プ
ラ
ン
策
定
委
員
会
」
、
愛
称
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｒ
を
立
ち
上
げ
、
大

学
改
革
案
の
検
討
に
着
手
し
た
。

同
時
に
、
設
置
者
で
あ
る
横
浜
市

に
お
い
て
も
「
横
浜
市
大
学
改
革

推
進
本
部
」
を
設
置
し
、
市
立
大

学
が
策
定
す
る
プ
ラ
ン
の
策
定
調

整
、
実
施
状
況
の
点
検
、
及
び
大

学
へ
の
支
援
を
行
う
体
制
を
整
備

し
た
。

　
大
学
改
革
推
進
・
プ
ラ
ン
策
定

委
員
会
の
設
置
に
際
し
て
は
、
こ

れ
ま
で
の
反
省
を
踏
ま
え
て
以
下

の
点
な
ど
を
大
学
の
最
高
審
議
機

関
で
あ
る
評
議
会
に
お
い
て
決
定

し
た
。

ア
　
同
委
員
会
を
教
学
側
と
事
務

局
側
か
理
解
し
あ
え
る
委
員
構
成

と
し
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
決
め
て

結
論
を
出
す

イ
　
委
員
選
考
の
考
え
方
と
し

て
、
「
市
民
の
視
点
・
経
営
的
視

点
・
全
学
的
視
点
」
を
も
っ
て
議

論
で
き
る
人
材
と
す
る

ウ
　
委
員
会
へ
大
学
改
革
案
策
定

の
権
能
を
与
え
、
評
議
会
の
議
を
経

て
学
長
と
局
長
が
最
終
決
定
す
る

　
上
記
の
３
点
は
、
大
学
の
最
重

要
事
項
に
教
学
側
と
事
務
局
側
が

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
た
め
、

学
部
代
表
者
で
は
な
く
全
学
的
な

視
点
で
委
員
を
構
成
し
た
こ
と
及

び
学
長
と
事
務
局
長
を
決
定
権
者

と
し
た
点
が
画
期
的
で
あ
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、

期
限
が
定
め
ら
れ
た
中
で
の
作
業

で
あ
る
た
め
、
議
論
の
た
め
の
議

論
に
陥
ら
な
い
よ
う
、
一
度
整

理
・
確
認
し
た
事
項
に
つ
い
て

は
、
重
大
な
諸
条
件
の
変
更
が
無

い
限
り
決
定
さ
れ
た
事
項
と
し
、

そ
の
後
、
再
度
議
論
は
行
わ
な
い

と
い
っ
た
、
一
事
不
再
議
と
す
る

こ
と
を
委
員
全
員
で
確
認
し
た
。

　
ま
た
、
大
学
改
革
に
関
す
る
教

員
・
職
員
の
意
識
向
上
を
図
る
の

と
同
時
に
、
学
生
や
市
民
の
方
々

に
も
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
べ

く
、
大
学
改
革
推
進
・
プ
ラ
ン
策
定

委
員
会
に
愛
称
を
付
け
る
こ
と
と

し
て
公
募
を
行
い
、
応
募
の
あ
っ

た
3
0
件
の
中
か
ら
、
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
Ｒ
（
P
R
O
J
E
C
T

R
E
B
O
R
N
）
」

と
い
っ
た
愛
称
を
選
考
し
た
。
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｒ
は
、
「
r
e
b
o
r
n
」

（
生
ま
れ
か
わ
る
、
再
生
）
と
い
う

こ
と
か
ら
、
「
生
ま
れ
か
わ
れ
！

横
浜
市
大
」
を
意
味
し
た
も
の
で

あ
る
。

　
併
せ
て
、
図
２
に
示
す
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
Ｒ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
も
作
成

し
、
教
員
・
職
員
が
ネ
ー
ム
プ
レ

ー
ト
に
用
い
る
な
ど
、
大
学
改
革

に
関
す
る
意
識
の
向
上
に
一
定
の

効
果
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｒ
で
は
、
約
６

ヶ
月
の
間
に
4
4
回
に
わ
た
る
幹
事

会
と
７
回
の
委
員
会
に
お
い
て
検

討
を
か
さ
ね
る
な
ど
、
短
期
間
で

精
力
的
に
作
業
を
行
っ
た
。
検
討

の
過
程
で
は
、
激
し
い
議
論
も
行

わ
れ
た
が
、
泊
ま
り
が
け
で
の
検

討
を
行
う
な
ど
、
委
員
全
員
が
報

告
書
を
ま
と
め
る
た
め
に
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
だ
結
果
、
大
学

自
ら
の
手
で
大
学
改
革
案
「
横
浜

市
立
大
学
の
新
た
な
大
学
像
に
つ

平成16年度学校基本調査）18歳人口の推移(文部科学省図１
（
注
）

答
申
の
概
要

・
考
え
ら
れ
る
選
択
肢

　
①
大
胆
な
改
革
で
生
ま
れ
変
わ
る

　
②
有
力
私
立
大
学
に
売
却
す
る

　
③
私
立
大
学
に
転
換
す
る

　
④
廃
校
と
す
る

・
存
続
す
る
た
め
の
条
件

　
ほ
か
の
大
学
で
実
現
し
て
い
な
い
よ
う

　
な
、
思
い
切
っ
た
抜
本
的
大
学
改
革
と
、

　
経
営
合
理
化
の
実
現
。

プロジェクトＲ　ロゴマーク図２
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い
て
」
を
ま
と
め
、
1
0
月
2
9
日
、

学
長
か
ら
市
長
に
報
告
書
を
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

⑥
市
立
大
学
改
革
案

　
大
学
自
ら
の
手
で
ま
と
め
た
大

学
改
革
案
「
横
浜
市
立
大
学
の
新

た
な
大
学
像
に
つ
い
て
」
は
、
現
状

の
課
題
を
認
識
し
、
そ
の
対
応
策

を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
大
学

改
革
の
必
要
性
か
ら
、
目
指
す
べ

き
大
学
の
姿
、
教
育
研
究
体
制
の

あ
り
方
な
ど
具
体
的
な
内
容
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
中
で
、
今

回
の
大
学
改
革
の
柱
と
な
る
主
要

な
事
項
に
つ
い
て
以
下
に
述
べ
る
。

（
1
）
教
育
シ
ス
テ
ム
の
改
革

　
ま
ず
、
大
学
の
使
命
で
あ
る
教

育
を
通
じ
た
人
材
育
成
に
つ
い
て

は
、
現
代
社
会
が
求
め
る
「
創
造

力
、
積
極
的
な
問
題
発
見
・
解
決

能
力
」
を
持
っ
た
人
材
を
育
成
す

る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
た
め
、
新

た
な
知
識
や
専
門
的
能
力
を
生
涯

に
わ
た
り
獲
得
す
る
上
で
の
礎
と

な
る
、
基
礎
学
力
と
実
践
的
応
用

能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
指

し
、
狭
い
専
門
分
野
に
と
ら
わ
れ

ず
、
人
文
・
社
会
・
自
然
科
学
の

枠
を
超
え
た
領
域
横
断
的
で
実
践

的
な
教
養
教
育
＝
2
1
世
紀
の
リ
ペ

ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
を
行
う
。
具
体

的
に
は
、
従
前
の
３
学
部
（
商
学

部
、
国
際
文
化
学
部
、
理
学
部
）

を
統
合
し
、
「
国
際
総
合
科
学
部
」

と
す
る
と
と
も
に
、
医
学
部
の
中

に
看
護
短
期
大
学
部
を
４
年
制
化

し
た
看
護
学
科
を
設
け
、
２
学
部

に
再
編
し
た
。

　
ま
た
、
既
存
の
研
究
領
域
の
枠

を
超
え
た
領
域
横
断
的
研
究
分
野

を
開
拓
し
、
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
柔
軟
な
教
育
研
究
体
制
を

構
築
す
る
た
め
、
病
院
に
所
属
す

る
教
員
以
外
の
教
員
が
所
属
し
研

究
を
行
う
研
究
組
織
と
し
て
研
究

院
を
設
置
し
、
教
育
組
織
と
研
究

組
織
を
分
離
し
た
。
す
な
わ
ち
、

教
員
が
学
部
で
は
な
く
研
究
院
に

所
属
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学
部
の

壁
に
と
ら
わ
れ
ず
社
会
状
況
の
変

化
に
応
じ
た
柔
軟
な
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
編
成
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
全

学
的
な
視
点
で
の
教
育
及
び
研
究

体
制
の
構
築
が
可
能
と
な
っ
た
。

　
そ
し
て
、
大
学
の
意
思
決
定
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
前
章
の
②

公
立
大
学
に
お
け
る
審
議
機
関
及

び
意
志
決
定
で
述
べ
た
課
題
へ
の

対
応
策
と
し
て
、
学
長
、
学
部
長
、

コ
ー
ス
長
等
の
権
限
と
責
任
を
明

確
化
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で

権
限
が
集
中
し
て
い
た
教
授
会
の

審
議
事
項
を
見
直
し
た
。
具
体
的

に
は
、
教
員
の
人
事
権
を
人
事
委

員
会
に
移
す
と
と
も
に
、
研
究
全

般
に
関
し
て
は
研
究
院
の
諸
会
議

に
お
い
て
審
議
す
る
こ
と
と
し
、

教
授
会
の
審
議
事
項
を
主
に
学
生

の
身
分
に
関
す
る
こ
と
と
し
た
。

（
2
）
地
方
独
立
行
政
法
人
化

　
大
学
の
運
営
形
態
を
地
方
独
立

行
政
法
人
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、

地
方
公
務
員
法
や
地
方
自
治
法
な

ど
の
制
約
を
受
け
ず
、
こ
れ
ま
で

の
大
学
運
営
の
課
題
へ
の
対
応
が

可
能
と
な
っ
た
。
具
体
的
に
人
事

面
で
は
、
多
様
な
人
材
や
雇
用
形

態
の
導
入
、
大
学
専
門
職
員
の
確

保
、
ま
た
、
財
務
会
計
面
で
は
、

複
数
年
の
受
託
研
究
の
締
結
な
ど

効
率
的
・
機
動
的
な
事
務
執
行
な

ど
に
よ
り
、
自
主
・
自
立
的
な
大

学
運
営
を
可
能
と
し
た
。
一
方
、
組

織
面
に
あ
っ
て
は
、
国
立
大
学
法

人
と
は
異
な
り
、
経
営
に
関
す
る

責
任
者
と
し
て
理
事
長
を
、
教
育

研
究
に
関
す
る
責
任
者
と
し
て
学

長
を
置
き
、
そ
れ
ぞ
れ
経
営
面
と

教
育
研
究
面
に
専
念
で
き
る
体
制

と
し
た
点
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

⑦
改
革
案
に
対
す
る
設
置
者
（
横

　
浜
市
）
の
基
本
的
な
考
え
方

　
「
横
浜
市
立
大
学
の
新
た
な
大

学
像
に
つ
い
て
」
を
受
け
て
、
設

置
者
で
あ
る
横
浜
市
の
考
え
方

が
、
平
成
1
6
年
1
2
月
に
示
さ
れ
た
。

　
設
置
者
の
考
え
方
は
、
大
学
自

ら
が
大
胆
な
改
革
で
生
ま
れ
か
わ

る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
、
市
民

の
期
待
に
応
え
る
も
の
で
あ
る
と

高
く
評
価
し
、
改
革
案
を
基
本
的

に
尊
重
し
て
、
市
立
大
学
改
革
を

推
進
し
て
い
く
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
併
せ
て
、
独
立
行
政
法
人

化
の
時
期
は
、
平
成
1
7
年
４
月
と

い
う
考
え
方
が
示
さ
れ
た
。
た
だ

し
、
国
際
総
合
科
学
部
（
当
時
は

仮
称
）
を
構
成
す
る
コ
ー
ス
、
教

職
課
程
、
大
学
院
の
専
攻
な
ど
に

つ
い
て
は
、
大
学
の
案
を
参
考
に

し
な
が
ら
更
に
検
討
す
る
と
い
う

条
件
が
付
け
ら
れ
た
。

　
そ
し
て
、
横
浜
市
大
学
改
革
推

進
本
部
の
も
と
に
大
学
の
教
職
員

で
構
成
す
る
「
コ
ー
ス
案
等
検
討

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
部
会
」
を
設
置
し
、

1
7
年
４
月
の
新
学
部
設
置
に
向
け

て
集
中
的
に
検
討
を
行
い
、
「
国

際
総
合
科
学
部
（
仮
称
）
コ
ー
ス
ー

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
案
等
報
告
書
」
を

ま
と
め
た
。

４
一
法
人
設
立
に
向
け
て

①
理
事
長
・
学
長
・
副
理
事
長
予

　
定
者
の
決
定

　
「
横
浜
市
立
大
学
の
新
た
な
大

学
像
に
つ
い
て
」
に
よ
り
改
革
構

想
は
構
築
さ
れ
て
い
た
が
、
法
人

組
織
等
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い

て
は
、
法
人
の
長
で
あ
る
理
事
長
、

ま
た
、
教
育
内
容
等
に
つ
い
て
は

学
長
の
考
え
方
に
基
づ
い
て
検
討

を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
っ

た
。
当
初
、
理
事
長
予
定
者
と
し

て
指
名
さ
れ
た
、
慶
応
大
学
教
授

で
あ
り
大
学
行
政
管
理
学
会
の
初

代
会
長
を
務
め
た
孫
福
弘
氏
が
、

平
成
1
6
年
６
月
に
道
半
ば
で
急
逝

さ
れ
た
が
、
平
成
1
7
年
４
月
の
法

人
化
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
変
更
す

る
こ
と
な
く
、
そ
の
約
１
ヵ
月
後
、

７
月
に
新
た
な
理
事
長
予
定
者
と

し
て
、
横
浜
市
教
育
委
員
で
あ
り

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
市
民
の
会
会
長

を
務
め
た
宝
田
良
一
氏
が
、
副
理

事
長
予
定
者
と
し
て
多
摩
大
学
に

お
け
る
大
学
改
革
を
定
着
・
推
進

さ
せ
た
松
浦
敬
紀
氏
が
指
名
さ
れ

た
。
そ
し
て
、
９
月
に
は
、
理
事

長
予
定
者
よ
り
、
学
長
予
定
者
と

し
て
、
公
立
大
学
（
法
人
）
と
し

て
初
の
外
国
人
学
長
で
あ
り
、
米

国
の
ベ
ッ
カ
ー
大
学
学
長
代
行
を

務
め
た
ブ
ル
ー
ス
ー
ス
ト
ロ
ナ
ク

氏
が
指
名
さ
れ
、
新
た
な
体
制
で

大
学
改
革
の
推
進
に
臨
ん
だ
。

②
定
款
の
制
定

　
平
成
1
7
年
４
月
の
独
立
法
人
化

を
目
指
し
、
ま
ず
は
じ
め
に
法
人

の
基
本
的
事
項
を
定
め
る
定
款
に

つ
い
て
学
長
と
理
事
長
の
分
離
な

ど
大
学
自
ら
が
ま
と
め
た
改
革
案

で
あ
る
「
横
浜
市
立
大
学
の
新
た

な
大
学
像
に
つ
い
て
」
を
踏
ま
え

て
作
業
を
進
め
た
。
定
款
の
検
討

に
際
し
て
は
、
1
5
年
1
2
月
に
理
事

長
予
定
者
と
し
て
市
長
か
ら
指
名

さ
れ
た
孫
福
弘
氏
と
、
同
氏
の
慶

応
大
学
で
の
勤
務
の
合
間
を
縫
っ

て
連
日
連
夜
検
討
を
か
さ
ね
た
。

既
存
の
公
立
大
学
の
法
人
化
と
し

て
は
、
初
め
て
の
ケ
ー
ス
で
あ
り
、

文
部
科
学
省
及
び
総
務
省
と
の
調

整
も
難
航
し
た
。
３
月
に
は
よ
う

や
く
、
市
会
で
議
決
成
立
し
、
法

人
化
の
方
針
が
市
会
に
お
い
て
も

調査季報vol.157・2005.10■25



正
式
に
決
定
さ
れ
、
大
学
改
革
の

推
進
に
大
き
な
弾
み
と
な
っ
た
。

こ
れ
で
法
人
の
輪
郭
が
具
体
的
に

固
ま
り
、
そ
の
後
は
、
1
7
年
４
月

１
日
に
向
け
て
の
国
へ
の
諸
手
続

や
法
人
及
び
大
学
の
中
身
に
つ
い

て
準
備
を
進
め
た
。

③
国
へ
の
届
出
等
の
準
備
作
業

　
理
事
長
や
学
長
予
定
者
等
が
決

定
し
た
後
、
副
学
長
予
定
者
や
学

部
長
予
定
者
等
を
順
次
指
名
し
て

い
く
中
、
横
浜
市
大
学
改
革
推
進

本
部
の
も
と
に
理
事
長
予
定
者
等

で
構
成
す
る
経
営
会
議
と
学
長
予

定
者
等
で
構
成
す
る
教
育
研
究
会

議
が
設
置
さ
れ
た
。
毎
週
の
会
議

開
催
は
、
資
料
の
準
備
等
に
多
忙

を
極
め
た
が
、
法
人
及
び
大
学
の

具
体
的
な
中
身
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
国
へ
の

届
出
に
際
し
て
も
、
今
回
の
改
革

案
は
、
研
究
院
の
考
え
方
な
ど
こ

れ
ま
で
の
枠
組
み
と
は
大
き
く
異

な
る
点
が
あ
り
、
文
部
科
学
省
と

の
調
整
に
苦
労
を
要
し
た
が
、
重

要
な
局
面
に
お
い
て
は
、
理
事
長

予
定
者
が
直
々
に
文
部
科
学
省
へ

出
向
く
場
面
も
あ
っ
た
。
そ
の
甲

斐
が
あ
っ
て
、
1
6
年
９
月
付
で
新

学
部
等
の
設
置
届
出
が
文
部
科
学

省
に
受
理
さ
れ
、
法
人
の
設
立
に

つ
い
て
総
務
省
及
び
文
部
科
学
省

か
ら
認
可
か
お
り
、
公
立
大
学
法

人
横
浜
市
立
大
学
を
設
立
す
る
準

備
が
整
っ
て
い
っ
た
。

④
中
期
目
標
・
中
期
計
画
の
策
定

　
地
方
独
立
行
政
法
人
は
、
設
立

団
体
の
長
か
ら
中
期
目
標
を
示
さ

れ
、
中
期
目
標
を
実
現
す
る
た
め

の
中
期
計
画
を
法
人
が
策
定
す
る

こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま

り
、
運
営
目
標
は
設
置
者
が
決
め

る
が
、
目
標
達
成
に
向
け
た
方
法
・

手
段
は
法
人
に
任
さ
れ
て
い
る
の

が
独
立
法
人
の
特
徴
で
あ
る
。

　
中
期
目
標
及
び
中
期
計
画
の
策

定
に
際
し
て
は
、
経
営
会
議
・
教

育
研
究
会
議
で
検
討
を
か
さ
ね
る

と
と
も
に
、
市
長
の
附
属
機
関
と

し
て
の
横
浜
市
公
立
大
学
法
人
評

価
委
員
会
と
い
う
外
部
委
員
と
調

整
し
な
が
ら
、
内
容
の
よ
り
一
層

の
充
実
を
図
っ
た
。

⑤
法
人
設
立
準
備
委
員
会
の
設
置

　
1
7
年
１
月
に
は
、
法
人
の
役
員

予
定
者
で
構
成
す
る
法
人
設
立
準

備
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
理
事
や

監
事
の
選
考
等
、
実
質
的
に
法
人

の
立
場
と
し
て
意
思
決
定
を
行
う

な
ど
、
法
人
設
立
に
向
け
さ
ら
に

具
体
的
な
内
容
を
決
め
て
い
っ
た
。

５
一
今
後
の
課
題

　
1
7
年
４
月
１
日
、
市
長
か
ら
理

事
長
に
辞
令
が
交
付
さ
れ
る
と
と

も
に
、
中
期
目
標
が
指
示
さ
れ
た
。

市
長
は
列
席
し
た
役
員
等
に
対
し

て
、
「
こ
れ
か
ら
の
法
人
運
営
は

皆
さ
ん
に
任
せ
ま
す
。
」
と
述
べ

ら
れ
、
横
浜
市
か
ら
独
立
し
た
公

立
大
学
法
人
横
浜
市
立
大
学
が
新

た
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
こ
れ
に
対

し
て
宝
田
理
事
長
は
、
「
今
日
は
、

大
学
改
革
の
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、

ス
タ
ー
ト
の
日
で
あ
る
。
」
と
応

じ
て
い
る
。

　
文
字
ど
お
り
４
月
１
日
は
、
法

人
の
ス
タ
ー
ト
の
日
で
あ
り
、
独

立
行
政
法
人
と
し
て
の
仕
組
み
が

整
っ
た
に
過
ぎ
な
い
。
市
長
か
ら

指
示
さ
れ
た
中
期
目
標
も
、
こ
の

６
年
間
に
お
い
て
は
独
立
行
政
法

人
と
し
て
の
基
盤
を
固
め
る
こ
と

に
主
眼
が
置
か
れ
て
お
り
、
実
質

的
に
自
主
・
自
立
し
た
運
営
は
、
次

期
中
期
目
標
で
の
課
題
と
な
ろ
う
。

　
法
人
化
か
ら
約
６
ヶ
月
が
過
ぎ

よ
う
と
し
て
い
る
が
、
よ
り
魅
力

あ
る
大
学
作
り
に
向
け
て
法
人
の

全
教
職
員
が
同
じ
認
識
の
も
と
に

あ
る
と
は
言
い
難
い
。
今
回
の
改

革
に
よ
り
、
自
主
・
自
立
的
な
大

学
運
営
を
可
能
と
す
る
器
は
で
き

た
が
、
そ
の
器
を
使
っ
て
い
か
に

目
的
を
達
成
す
る
か
は
、
教
員
は

も
と
よ
り
、
職
員
の
意
識
改
革
が

重
要
で
あ
る
。
教
員
の
身
分
は
固

有
職
員
と
し
、
人
事
制
度
と
し
て

年
俸
制
・
評
価
制
度
・
任
期
制
を

導
入
し
た
。
一
方
、
職
員
に
つ
い

て
は
、
当
面
、
市
か
ら
の
派
遣
と

す
る
な
ど
、
い
ま
だ
役
所
的
・
役

人
的
な
意
識
が
抜
け
切
れ
て
お
ら

ず
、
職
員
ひ
と
り
ひ
と
り
が
法
人

化
し
た
意
義
を
考
え
、
行
動
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
今
後
、

市
立
大
学
が
、
大
学
淘
汰
の
時
代

を
生
き
残
り
、
市
が
有
す
る
意
義

の
あ
る
大
学
と
な
る
こ
と
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
全
教
職
員
が
一

体
と
な
っ
て
意
識
改
革
に
取
り
組

み
、
改
革
の
成
果
を
挙
げ
る
べ
く

継
続
的
な
努
力
が
必
要
で
あ
る
。

　
現
在
、
経
営
企
画
室
長
を
責
任

者
と
し
て
、
課
長
職
を
中
心
に
構

成
し
た
経
営
改
革
推
進
会
議
を
設

置
し
、
改
革
の
具
体
的
な
成
果
の

創
出
に
向
け
て
検
討
を
進
め
て
い

る
。
具
体
的
に
は
、
経
営
改
革
に

関
す
る
外
部
講
師
に
よ
る
研
修
会

を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
各
職
場

に
お
け
る
業
務
点
検
に
よ
り
改
善

す
べ
き
事
項
を
洗
い
出
し
、
法
人

化
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た
改
善

策
の
策
定
・
実
行
に
向
け
た
作
業

を
進
め
る
な
ど
、
継
続
的
な
改
革

の
推
進
に
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

<
白
柳
康
夫
＝
公
立
大
学
法
人
横

浜
市
立
大
学
経
営
企
画
室
課
長
補

佐
経
営
企
画
担
当
係
長
／
宇
都
木

朗
＝
都
市
経
営
局
市
長
室
次
長
秘

書
課
長
>

26■特集・横浜市役所の構造改革

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
y
o
k
o
h
a
m

a
-

　
市
立
大
学
改
革
に
関
す
る
資
料

は
、
市
立
大
学
旧
サ
イ
ト
「
大
学

改
革
」
を
参
照
。
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